



















（Étienne Bonnot de Condillac, 1715-1780）の主張を、第３章では自然状態と文明状態の嗅覚につ
いて語ったルソー（Jean-Jacques Rousseau, 1712-1778）の理論を、そして第４章ではブリア＝サ










































































































































































































































































































































で示す。René Descartes, Œuvres de Descartes, publiées par Charles Adam & Paul Tannery, Paris: J. Vrin, 1996. 
邦訳は『デカルト著作集』（全４巻）、三宅徳嘉他訳、白水社、1973年を参照し、一部に変更を加えた。
邦訳は初出の場合のみタイトルを記し、巻数と頁数をアラビア数字で示す。
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浦静雄・木田元訳、みすず書房、1999年、278頁。
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デカルト『医学論集』山田弘明他訳、法政大学出版局、2017年、133頁）、『人体の記述』（AT, Ⅺ, 263. 
同書、181-182頁）にも登場する。前者は嗅覚と直接関係がない。後者では嗅覚と微粒子の関係が語ら
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